
 

スポーツ等大会の合宿参加者支援クーポン交付要綱 

（目的） 

第 1 条 この要綱は、中津市内のスポーツ施設等を利用して開催される大会等で合宿する参

加者のうち、市内宿泊施設の宿泊者に対し、市内で利用可能なクーポンを交付することにより、

宿泊者の利便性及び満足度の向上を図るとともに、市内飲食業・商工業等の関連事業者への

直接的な経済波及効果を創出し、地域経済の活性化を図ることを目的とする。 

 

（定義） 

第 2 条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによ

る。 

(1) 大会等 スポーツ、福祉、文化、教育等に関する様々な大会をいう。 

(2) クーポン 次条に規定する利用可能店舗において、物品の購入又はサービスの提供に対

する代金の支払いに利用できる券（電子クーポンを含む）をいう。 

(3) 利用可能宿泊施設 一般社団法人中津耶馬渓観光協会（以下、観光協会）に加盟し、本事

業の実施に協力する中津市内の宿泊施設をいう。 

(4)利用可能店舗 観光協会に加盟し、本事業の実施に協力する会員施設（飲食店、土産物店、

観光施設等）をいう。ただし、宿泊代金の支払いには充当できないものとする。 

(5) 宿泊者 大会等で合宿に参加し、利用可能宿泊施設に宿泊する「中津市外の居住者」を

いう。 

 

（交付対象となる要件） 

第 3 条 クーポンの交付対象となる大会等で合宿する宿泊者は、次に掲げる要件をすべて満

たさなければならない。 

(1) 大会等で合宿に参加するチーム・団体であること。 

(2) 中津市内のスポーツ施設等を使用し、かつ利用可能宿泊施設を利用する大会等であるこ

と。 

(3) 宿泊者が中津市外に居住する者であること。 

(4) 延べ宿泊者数が 10 人以上であること。 

2 本事業は参加者個人への還元を目的とするため、同一団体による申請回数の上限は設け

ない。 

 

（交付対象外事業） 

第 4 条 前条の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する事業はクーポンの交付対

象としない。 

(1) 当該クーポン事業とは別に、中津市又は関連団体から補助金やこれらに類する助成を受

けている事業。 

(2) 他市を主会場として開催される大会等。 

(3) 政治的又は宗教的活動を目的とする事業。 

(4) 営利を目的に開催される事業。 

 



 

（クーポンの交付基準及び額） 

第 5 条 クーポンの交付は、予算の範囲内において、次に掲げる基準により行う。 

(1) 交付額は、宿泊者の延べ人数 1 人 1 泊につき 500 円分とする。 

(2) 連泊の場合であっても、宿泊者 1 名に対する交付上限額は 1 大会等につき 1,000 円分

とする。 

（３） 同一の大会等において、同一申請者及び宿泊者が複数回申請し、クーポンの交付を受け

ることはできない。 

 

（クーポンの利用期間） 

第 6 条 クーポンの利用可能期間は、当該クーポンの交付申請が行われた日の属する年度の

末日（3 月 31 日）までとする。 

 

（予算の管理） 

第 7 条 申請総額が当該年度予算額に達した場合は、当該期間におけるクーポンの交付申請

の受付を終了する。 

 

（交付の申請） 

第 8 条 クーポンの交付を申請しようとする大会等で合宿する団体・チームの代表者のうち、

クーポンの交付を申請しようとする者（以下「申請者」という。）は、大会等開始日の 7 日前ま

でに、次に掲げる書類を観光協会へ提出しなければならない。 

(1) クーポン交付申請書 

(2) 大会等の概要がわかる事業計画書 

(3) 宿泊者リスト（宿泊者全員の氏名及び居住地【都道府県・市区町村】が確認できるもの）

（別紙１の様式による。） 

2 申請者は、前項第 3 号の宿泊者リストを提出するにあたり、対象となる宿泊者全員から個

人情報の第三者提供（本事業の運用を目的とした観光協会及び利用可能宿泊施設への提供）

に関する事前の同意を得なければならない。 

3 申請者は、提出する宿泊者リストの記載内容（宿泊者が市外居住者であること等）に虚偽

がないことを誓約しなければならない。 

4 大会等において分泊（2 箇所以上の利用可能宿泊施設を利用すること）をする場合、申請

者は利用可能宿泊施設ごとに宿泊者リストを作成し、提出しなければならない。 

5 申請者が分泊をする場合又は同施設に宿泊していない場合は、当該大会等に係る宿泊者

リストごとに、その一番上に記載された者を、第10条第1項に規定する写しの受領者とする。 

 

（クーポンの受渡し） 

第 9 条 前条の申請を適当と認めたときは、観光協会は必要枚数のクーポンを交付する。 

2 クーポンの受渡しは、原則として申請者が利用する利用可能宿泊施設を通じ、宿泊者がチ

ェックインする際に利用可能宿泊施設から宿泊者本人へ直接手渡すものとする。 

 

（実績報告及び未利用クーポンの返還） 

第10条 利用可能宿泊施設は、大会等終了時（チェックアウト時）に、宿泊者の受領サインが記

載された宿泊者リストの写し（画像データ等を含む）を申請者に提供しなければならない。 

 



 

2 申請者は、前項の規定により提供された宿泊者リストの写しに基づき確実な実績を把握し

た上で、大会等終了後 30 日以内に実績報告書を提出しなければならない。 

3 利用可能宿泊施設は、すべての事業終了後、実際の宿泊人数が申請時の予定人数を下回

った場合等により未使用のクーポンが生じたときは、配布実績記録（実宿泊人数がわかるも

の）を添えて、当該未使用のクーポンを速やかに観光協会へ返還しなければならない。 

4 観光協会は、前項の規定により提出された宿泊者リストに基づくクーポンの配布実績に応

じ、利用可能宿泊施設からの請求により、配布・管理手数料を年度末に一括して支払うものと

する。 

 

（交付決定の取消し等） 

第 11 条 偽りその他不正の手段によりクーポンの交付を受けた者に対し、交付決定を取り消

し、既に利用されたクーポン相当額の返還を命ずることができる。 

2 申請者が提出した宿泊者リストに虚偽（中津市内居住者の混入等）が発覚した場合、観光

協会は当該不当に交付されたクーポン相当額の返還を申請者に命ずるものとする。 

 

 


